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ウィルス不活化⼯程、サンプリング⼯程を完全⾃動化
プロセス接液部はシングルユースで構成
運転中のデータ、トレンドを⾃動取得

お客さまのニーズ 導⼊効果
コスト
ダウン

省⼒化

品質
アップ

抗体精製樹脂削減 !製造コスト削減
抗体医薬の製造コストの2/3は、分離・精製
⼯程が占めており、その中でも抗体精製
樹脂のコストが⼤きな割合を占めている。

ウィルス不活化⼯程においても設備のシン
グルユース化導⼊が進み、現場の作業負荷が
⾼くなってる。

ウィルス不活化⼯程、サンプリング操作の
無⼈化と⼯程時間の短縮を実現。

⼩バッチ化すると抗体精製樹脂が削減できる
が、⼿動操作が煩雑化し、品質リスクが⾼まる。

完全⾃動化により、⼿動操作に関する
リスクを排除。

バッチサイズを⼩さくし、サイクル化
することで、抗体精製樹脂のコストダウン
をサポート。

作業負荷軽減 完全⾃動化 !

⼿動操作リスクを排除 !品質リスク低減

本システムはクロマト装置と連動して低 pH 処理によるウィルス
不活化⼯程およびサンプリング操作を⾃動化します。
クロマト溶出液は３Ｌからバッチ処理が可能であり、多サイク
ル化により抗体精製樹脂のコストダウンを実現します。
バルブ形状や固定器具など随所にセットアップミスを防ぐ
⼯夫を施しているので、オペレータのスキルに依存すること
なく、確実なセットアップが可能です。

特許取得済
特許 第 6521351

システム概要
装置外形  1,700mmL×1,000mmW×1,500mmH（材質 SUS304 ヘアライン仕上げ ）
重  量  300kg
電  源  AC100V（50Hz ／60Hz）
⽤  役  計装⽤空気0.3MPa以上（使⽤量 200NL ／ min）

ウイルス不活化自動システム
シングルユース


